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東北地方太平洋沖地震の被災地・被災者に対する自治労の支援の取り組みにご協力をいただいていることに心から感謝を申し上げます。
自治労は、全国の仲間の支援をもとに、被災者の生活再建に全力を挙げているところです。自治労災害対策本部の復興支援活動等に係る現在の対応状況をご報告します。
	◎被災地における復興支援活動
被災地現地における復興支援活動は、現在、当該県本部と検討を進めており、３月３０日の自治労本部災害対策本部で決定します。
現地に４～５か所の活動拠点を設け、５人をチーム単位とし、複数のチームを組み合わせて１週間単位で現地に入っていただき、被災自治体の職員が担っている避難所支援、物資配送などを中心に活動することを想定しています。開始は４月１０日、当面５月いっぱいの活動を想定しています。
◎連合のボランティア派遣
連合は「ボランティア派遣」を取り組みます。自治労の対応は青年部を通じて協力し、
	
	
	自治労独自のボランティアの取り組みとは別に対応します。連合ボランティア派遣の第一陣の出発は３月３１日となっており、自治労は岩手県・遠野市を起点とした配置となる予定です。 現在、北海道本部青年部で対応を準備中です。
◎その他の取り組み
自治労本部は３月２４日以降、茨城県本部、岩手県本部及び被災自治体・単組に訪問し状況の集約と意見交換を行いました。
自治労本部が西日本県本部で取り組んだ緊急の救援物資は、２６日に岩手県本部と福島県本部、２７日に宮城県本部に到着しました。今後も物資救援を継続する場合は、あらためて要請されます。　　　【道本部ＨＰより】



自治労北海道本部は、３月２８日現在、被災者支援「災害特別カンパ」を1,317,049円、集約しています。第一次集約日である３月３１日受付分までを自治労本部に送金します。

カンパ活動を今後も継続します。また、物資の支援は東北の各県本部と連携し、食料品及び衣料品（下着、防寒着等）の支援物資を届けました。各地方本部や単組からも独自の取り組みが報告されているところです。今後、具体的な支援活動は人的なものが中心となっていくものと思われますが、引き続きそれぞれの組織において可能な限りの物資の支援も行っていくものとします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【道本部ＨＰより】

	

	
　　　　

　　　





	　３月11日地震発生から１週間が経ちました。依然として行方不明者の捜索も困難を極めているとのこと。一部では安全な他県への集団疎開を呼び掛ける意向を表明した県も出て来ています。
　被災地の一部の小・中学校では「犠牲になった人達の分まで一生懸命生きる」との決意もあらたに卒業式が行なわれたとの報道も入り心から頑張れとのエールを贈りたい。 
　私は、道議会では「環境・生活常任委員会」に所属をしています。連日、道庁からこの震災による生活関連の報告が送られて来ています。
　その一つに、道内の生活関連重要商品の価格動向や店頭での商品の陳列状況そして在庫の数量の把握などである。その報告によると今のところ魚・肉・ティッシュやトイレットペーパー類・米・乾電池等は平常通り。
石油製品は若干給油等の制限がされているが混乱はないとのこと。在庫も今日現在（３月17日）問題なし。但し、首都圏などでおきている「まとめ買い」などが進む様なことになると厳しくなる可能性がある。
	
	
	本道の主要産業である観光分野では、外国人観光客を中心にキャンセルの動きが相当数出て来ているとのこと。影響が長期化し、繁忙期である５月の連休や６月からのシーズンに及ぶと道内観光地への影響は深刻になると云わざるをえません。今後の見通しなどについては道庁を中心に早急かつ定期的にヒヤリング調査を実施してその結果を逐次道民の皆様に情報提供する体制を作りましたのでご報告いたします。
いずれにしてもこの震災を、国難ととらえ、日本人の全てがこれを克服するために一丸となって協力することが求められています。
その道は永いかも知れません。容易ではないとも思います。一人一人が夫々の領域でがんばることは勿論、国民全てが痛みを分かち合いながら進めていくことが必要だと思います。
私達一人ひとり冷静な行動に心がける様訴えます。
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	



	公約を見くらべてみよう③
	北海道新聞
３／11より

	項目
	木村としあき 氏
	高橋はるみ 氏

	行財政改革
	・「時のアセス」を復活し、道民参加で道の企業会計や関与団体を抜本的に見直し

・道議会の「答弁調整」を廃止

・道民投票制度の導入を含む自治基本条例の制定
	・人事、予算などで総合振興局・振興局の裁量を拡大

・道から市町村への職員派遣制度拡大

・「コンパクトな道庁」構築に向け不断の行革実施
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「東北地方太平洋沖地震」による震災に被災


0された皆様に心からお見舞い申し上げます














未集約の支会は急いでください（組織部長の樋口へ）




















津別町職は推薦します　知事候補　木村としあき ／ 道議候補　くさか太朗




















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


